
令和8年台風第24号や前線による
天気の見通しに関する説明

令和8年9月2日

この資料は、9月2日9時現在に入手可能な予測資料を用いて作成した説明資料です。
最新の気象情報は、気象台ホームページから確認ください。

気象庁京都地方気象台



 台風第24号は、2日6時現在、日本の南にあってほとんど停滞している。
今後は4日にかけて南西諸島付近へ北寄りに進む見込み。9月5日以降の
予報円が大きくなっており、台風は複雑な動きや停滞する可能性があ
る。

 台風は暴風域を伴っておらず、今後も伴わない予想。

 前線が西日本に停滞し、台風の動きが遅いため、台風周辺の熱帯由来
の非常に暖かく湿った空気が広い範囲に流れ込み続ける見込み。

 京都府では3日昼前から4日午前中にかけて激しい雨が予想され、広い
範囲で総降水量が多くなるおそれがある。5日頃にかけて、レベル３大
雨警報やレベル４土砂災害危険警報を発表する可能性がある。

 台風が今後東寄りに向きを変え、近畿地方に近づくようであれば、さ
らに雨量が多くなる可能性がある。

 前線による降水の強まりや台風第24号の今後の進路予報に十分留意。

台風第24号や前線による影響のポイント

◆ 常に最新の気象情報をご利用ください。



2日9時の気象レーダーと台風第24号周辺の雲の実況

衛星赤外画像 9月2日9時

⚫ 2日6時現在、台風第24号は日本の南の海上にあっ
てほとんど停滞。

⚫ 南からの暖かく湿った空気による雨雲が紀伊半島
南部に広がってきている。

⚫ 前線に伴う発達した雨雲が日本海に広がっている。

気象レーダー 9月2日9時

海面水温実況図 8月31日

第24号

海面水温30℃以上は日本の近海に広がっているが、台風の
進路にあたる南西諸島近海では28℃程度と平年より低い



2日6時現在の台風第24号の進路予報

2日6時 台風
996hPa
18m/s

3日6時 台風
994hPa
18m/s

台風第24号

 台風第24号は、日本の南にあって、今後南西諸
島付近へ北上。9月5日以降の予報円が大きく
なっており、台風は複雑な動きや停滞する可能性
がある。

 台風に暴風域の予想はなく、台風の勢力はそれほ
ど強くないが、熱帯由来の非常に暖かく湿った空
気が前線に向かって流れ込む見込み。

 台風の北側に予想される前線や今後の台風の動向
がポイント。

4日3時 台風
994hPa 18m/s

2日6時実況 ３日6時予報

4日3時予報 5日3時予報



地上天気図や予想図

２日６時

3時間雨量予想

この図は数値予報の計算結果をそのまま画像化したものであり、実際に発表する天気予報や
台風予報等とは異なります。降水や風の面的分布をイメージとして、見てください。

２日２１時の予想

３日２１時

４日６時

３日２１時の予想

• 前線に向かって、台風周辺の非常に暖かく湿った空気が流れ込み大気の状態が
非常に不安定となる。

• 3日夜以降、1時間に40ミリ以上の激しい雨となり、レベル２大雨注意報やレベ
ル２土砂災害注意報を発表する予定。

• 前線や台風の動向によっては、レベル３大雨警報やレベル４土砂災害危険警報
を発表する可能性がある。

暖かく湿った空気の流入



台風や前線による京都府への影響の見通し

＜24時間降水量（2日12時～3日12時）＞
北部：70ミリ 南部：70ミリ

＜24時間降水量（3日12時～4日12時）＞
北部：100ミリ 南部：150ミリ

＜24時間降水量（4日12時～5日12時）＞
北部：100ミリ 南部：120ミリ

注意報、警報の発表のタイミングは、注意報級、警報級の現象となる３～６時間前となる。

早期注意情報 2日11時発表

⚫ 雨のピークは、3日夜のはじめ頃から4
日午前中の前線南下時前後。1時間に
40ミリ以上の激しい雨が降るおそれあ
り。

⚫ 5日までの総雨量は、南部・北部ともに
多い所で200～300ミリ程度。



■雨
⚫前線が西日本に停滞し、台風の動きが遅いため、台風周辺の熱帯由来の非常に暖
かく湿った空気が広い範囲に流れ込み続ける見込み。京都府では激しい雨が予想
され、総降水量が多くなるおそれがある。

⚫台風が今後東寄りに向きを変え、近畿地方に近づくようであれば、さらに雨量が多
くなる可能性がある。

■風・波
●台風は暴風域を伴っておらず、今後も伴わない予想で、注意報級以下の見込み。

■高潮

●日本海の海水温が高い等の影響で、満潮時間を中心に最高潮位が60センチに達す
る見込み。

◼ 市町村の避難情報などに留意。常に最新の情報を確認してください。

ま と め

防災事項

⚫ 低い土地の浸水、河川の増水、土砂災害に十分注意。
⚫ 落雷、竜巻などの激しい突風に注意。



新しい防災気象情報



レベル5大雨特別警報が発表されたとき



熱帯の海上で発生する低気圧を「熱帯低気圧」と呼びますが、このうち北西太平洋（赤道より北
で東経180度より西の領域）または南シナ海に存在し、なおかつ低気圧域内の最大風速（10分
間平均）がおよそ17m/s（34ノット、風力８）以上のものを「台風」と呼びます。

参考資料：台風と温帯低気圧の違い

温帯低気圧 熱帯低気圧

寒気・暖気の
温度差をエネ
ルギーに発生・
発達

熱帯の大量の
暖かく湿った空
気をエネルギー
に発生・発達

台風と熱帯低気圧の違い
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